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●
は
じ
め
に

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
は
、
二
〇
一

〇
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選

挙
の
決
選
投
票
を
契
機
に
深
刻
な
政
治

危
機
に
陥
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
発
表
し
た
開
票
結
果
で
は
敗
北

し
た
は
ず
の
現
職
大
統
領
が
、
一
部
選

挙
区
の
票
を
無
効
に
す
る
と
い
う
奇
策

を
使
っ
て
選
挙
結
果
を
覆
し
、
就
任
宣

誓
と
組
閣
を
強
行
し
た
。
こ
れ
に
対
抗

し
て
挑
戦
者
側
も
就
任
宣
誓
と
組
閣
を

行
っ
た
た
め
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
は

二
人
の
大
統
領
が
並
び
立
つ
状
態
に

陥
っ
た
。
国
連
や
諸
外
国
は
総
じ
て
選

管
発
表
を
支
持
し
現
職
大
統
領
に
退
陣

を
迫
っ
た
が
、現
職
大
統
領
は
拒
否
し
、

調
停
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

　

事
態
が
大
き
く
動
い
た
の
は
四
カ
月

後
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
半
ば
に

挑
戦
者
側
は

「
大
統
領
」
の

資
格
で
独
自
の

正
規
軍
を
組
織

し
、
同
月
末
に

現
職
大
統
領
が

立
て
籠
も
る
最

大
都
市
ア
ビ

ジ
ャ
ン
へ
の
武

装
攻
撃
に
踏
み

切
っ
た
の
で
あ

る
。
市
街
戦
開
始
後
、国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ「
国

連
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
活
動
」（
Ｕ
Ｎ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
）
は
「
民
間
人
と
国
連
要
員
へ

の
攻
撃
の
阻
止
」
を
理
由
に
、
フ
ラ
ン

ス
軍
と
の
共
同
で
二
度
に
渡
り
、
現
職

大
統
領
側
の
軍
事
拠
点
に
空
爆
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
抵
抗
す
る
軍
事
力
を

失
っ
た
現
職
大
統
領
は
、
四
月
一
一
日

に
、
挑
戦
者
側
に
拘
束
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
、
二
重
権
力
状
態
は
解
消
さ
れ
、

挑
戦
者
が
改
め
て
正
式
の
大
統
領
と
し

て
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で

発
生
し
た
こ
の
選
挙
後
紛
争
と
新
政
権

の
展
望
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
こ
で
の

問
題
意
識
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
選
挙
が
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
混
乱
に
至
っ
た
か
で
あ
る
。

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
は
二
〇
〇
二
年

九
月
に
内
戦
が
勃
発
し
た
が
、
戦
闘
が

早
期
に
収
束
し
た
の
ち
、
長
い
時
間
を

か
け
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
続
け
ら
れ
て

き
た
。二
〇
一
〇
年
の
大
統
領
選
挙
は
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
の
集
大
成
に
あ
た
る
重

要
な
政
治
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
混
乱
に
帰
結
し
た
こ
と

は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う

に
生
じ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
研
究
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
混
乱
に
至
る
経
緯
を
理
解
す

る
こ
と
は
、
新
政
権
の
展
望
を
考
え
る

う
え
で
も
不
可
欠
で
あ
る
。
選
挙
結
果

を
め
ぐ
る
紛
糾
と
そ
の
打
開
策
の
あ
り

方
は
、
そ
の
後
に
樹
立
さ
れ
た
新
政
権

の
あ
り
方
と
課
題
を
大
き
く
規
定
す
る

拘
束
条
件
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

見
地
か
ら
、
新
政
権
に
と
っ
て
の
今
回

の
混
乱
の
持
つ
意
義
を
分
析
す
る
こ
と

が
、本
稿
の
第
二
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

今
回
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
生
じ
た

事
態
は
選
挙
の
結
果
受
け
入
れ
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
点
で
民
主
化
プ
ロ
セ
ス

に
ま
つ
わ
る
事
例
で
あ
り
、
加
え
て
、

相
互
の
武
力
行
使
も
行
わ
れ
た
点
で
紛

争
事
例
で
も
あ
る
。こ
の
た
め
本
稿
は
、

ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
各
地
域
に
お

け
る
民
主
化
と
紛
争
解
決
を
め
ぐ
る
問

題
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
分
析
を
行
う

も
の
と
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

.
.

.

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
選
挙
後
紛
争
と

ワ
タ
ラ
新
政
権
の
課
題

佐
藤
　
章

分析リポート
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コートジボワールの選挙後紛争とワタラ新政権の課題

る
。
ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
シ
ス
ク

（Tim
othy D. Sisk

）
が
提
唱
す
る
「
経

路
」
に
着
目
す
る
分
析
枠
組
み
に
注
目

す
る
。
以
下
、
こ
の
分
析
枠
組
み
に
則

り
、
第
二
節
で
は
、
混
乱
の
打
開
策
と

し
て
挑
戦
者
側
が
と
っ
た
武
装
進
攻
に

至
る
経
路
を
、
第
三
節
で
は
、
選
挙
結

果
と
そ
の
受
け
入
れ
に
関
わ
る
経
路
を

分
析
す
る
。
続
く
第
四
節
で
は
、
こ
れ

ら
の
経
路
が
新
政
権
に
と
っ
て
い
か
な

る
拘
束
条
件
と
な
っ
て
い
る
か
を
分
析

す
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
と
お
し
て
本
稿
で

は
、
混
乱
に
至
っ
た
道
筋
と
い
う
第
一

の
問
題
意
識
に
対
し
て
は
、
反
乱
軍
が

選
挙
時
ま
で
温
存
さ
れ
た
こ
と
と
、
政

党
シ
ス
テ
ム
と
選
挙
制
度
の
組
み
合
わ

せ
が
大
き
な
鍵
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
た
、
新
政
権
へ
の
影
響

と
い
う
第
二
の
問
題
意
識
に
対
し
て
は
、

混
乱
の
打
開
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
反
乱
軍
の
今
後
の
動
向
が
と

り
わ
け
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
．�

紛
争
後
最
初
の
選
挙
へ
の
政

治
的
経
路

　

ま
ず
、
本
稿
で
採
用
す
る
分
析
枠
組

み
を
、
研
究
の
背
景
を
踏
ま
え
て
説
明

し
た
い
。
一
九
九
〇
年
代
に
ア
フ
リ
カ

を
は
じ
め
世
界
各
地
で
紛
争
が
多
発
し

た
と
き
、
外
部
者
支
援
に
よ
っ
て
紛
争

解
決
を
図
る
機
運
が
大
い
に
高
ま
り
、

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
派
遣
に
代
表
さ
れ
る
国

際
的
な
平
和
構
築
の
取
り
組
み
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。

　

当
時
は
、
交
渉
に
よ
っ
て
戦
闘
を
終

結
さ
せ
た
の
ち
、
速
や
か
に
選
挙
を
実

施
し
、
あ
と
は
現
地
の
新
政
権
に
任
せ

る「
早
期
収
束
」が
支
配
的
手
法
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
手
法
が
採
用
さ
れ

た
国
々
の
例
を
見
る
と
、
ア
ン
ゴ
ラ
で

は
一
九
九
二
年
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

も
の
の
、
そ
の
後
紛
争
が
再
燃
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
リ
ベ
リ
ア
で
は
法
の
支

配
が
十
分
に
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
の
強
権
化

が
進
行
し
た
（
リ
ベ
リ
ア
で
は
こ
れ
を

背
景
に
新
た
な
内
戦
が
勃
発
し
た
）。

ボ
ス
ニ
ア
で
は
経
済
部
門
の
制
度
改
革

を
と
も
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
闇
経
済

の
蔓
延
が
続
き
、
混
乱
の
温
床
と
な
っ

た
（Paris and Sisk [2009: 2]

）。

　
「
早
期
収
束
」
手
法
の
限
界
を
示
す

こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
て
浮
上
し

た
の
が
、「
国
家
建
設
」（statebuilding
）

の
考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、「
紛

争
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
社
会
で
は
、
能

力
の
あ
る
自
律
的
で
正
統
な
政
府
の
制

度
の
存
在
が
、
安
全
と
開
発
を
実
現
す

る
際
の
鍵
を
握
る
」（Paris and Sisk 

[2009: 1-2]

）
と
の
前
提
に
立
ち
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
国
家
の
諸
制

度
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
平

和
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
考
え
の
登
場
は
、
二
〇
〇
〇

年
前
後
に
生
じ
た
「
平
和
構
築
に
お
け

る
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
最
も
重
要
な

戦
略
の
変
化
」
と
も
評
価
さ
れ
る

（Paris and Sisk [2009: 1]

）。

　

国
家
建
設
と
い
う
新
し
い
考
え
方
の

も
と
で
、
平
和
構
築
に
お
け
る
選
挙
の

位
置
づ
け
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
国
家
建
設
に
注
目
す
る
こ
と
は
、

選
挙
を
締
め
く
く
り
と
す
る
移
行
プ
ロ

セ
ス
が
平
和
構
築
の
終
結
点
で
な
い
と

認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
」（Sisk [2009: 

199]

）
と
シ
ス
ク
が
指
摘
す
る
と
お

り
、目
標
は
選
挙
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

選
挙
の
実
施
の
先
に
あ
る
、
持
続
的
な

民
主
主
義
の
確
立
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ

う
な
背
景
の
も
と
に
シ
ス
ク
が
提
示
し

て
い
る
分
析
枠
組
み
で
あ
る
。
シ
ス
ク

は
、「
移
行
期
の
政
治
が
た
ど
る
経
路

（pathw
ay

）、
と
り
わ
け
紛
争
後
の
最

初
の
選
挙
に
関
わ
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
長

期
的
に
見
た
場
合
の
国
家
建
設
に
と
っ

て
大
き
な
重
要
性
を
持
つ
」（Sisk 

[2009: 196]
）
と
い
う
命
題
を
示
し
、

こ
の
「
経
路
」
の
比
較
分
析
を
提
唱
す

る
。
持
続
的
な
民
主
主
義
を
確
立
す
る

手
が
か
り
を
得
る
に
は
、
紛
争
後
最
初

の
選
挙
を
経
て
現
れ
た
「
民
主
的
」
な

体
制
の
姿
と
そ
こ
に
至
る
経
緯
を
具
体

的
に
検
討
し
、
体
系
的
な
知
見
を
積
み

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
シ
ス

ク
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

着
目
す
べ
き
変
数
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
①
和
平
交
渉
（
端
的
に
は
和

平
合
意
）
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
順
序

立
て
ら
れ
た
課
題
の
道
筋
（sequence 

path

）、
②
治
安
と
政
治
暴
力
、
③
選

挙
シ
ス
テ
ム
（
政
党
シ
ス
テ
ム
の
構
造

や
選
挙
制
度
な
ど
）、
④
選
挙
の
管
理
・

監
視
・
紛
争
解
決
（
と
く
に
外
部
者
の

関
与
の
程
度
）
の
四
点
で
あ
る
（Sisk 

[2009: 201-204]

）。
紛
争
後
最
初
の

選
挙
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
活
力

（viability

）
を
備
え
た
国
家
を
も
た
ら

す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
律
性
や
統
一

性
を
欠
い
た
「
弱
い
」（w

eak

）
国
家

を
も
た
ら
す
の
か
は
、
こ
れ
ら
の
変
数

に
よ
っ
て
経
路
依
存
的
に
決
ま
っ
て
く

る
と
い
う
の
が
シ
ス
ク
の
考
え
で
あ
る

（Sisk [2009: 196-197]

）⑴

。

　

持
続
的
な
民
主
主
義
の
確
立
に
関
し

て
は
、
選
挙
後
の
国
家
運
営
を
支
え
る

制
度
の
あ
り
方
を
中
心
に
従
来
か
ら
議

論
さ
れ
て
き
た
が
（
代
表
的
な
研
究
と

し
て
、Bastian and Luckham

 eds. 
[2

0
0

3
]; Jarstad and Sisk eds. 

[2008]

）、
こ
れ
ら
先
行
研
究
と
は
異

な
り
、
選
挙
の
前
段
階
に
注
目
す
る
の



アジ研ワールド・トレンド No.193 （2011. 10） 42

が
シ
ス
ク
の
分
析
枠
組
み
の
特
徴
で
あ

る
。「
選
挙
プ
ロ
セ
ス
は
、
戦
後
体
制

に
な
に
が
し
か
の
正
統
性
と
信
頼
性
を

付
与
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
、
国
家
建

設
に
と
っ
て
も
本
質
的
に
重
要
」（Sisk 

[2009: 217]
）
だ
と
す
る
シ
ス
ク
の

見
地
は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
今
後

を
見
る
う
え
で
も
的
確
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
混
乱
を
経
て
成

立
し
た
新
政
権
が
、
混
乱
と
そ
れ
を
生

み
出
し
た
経
緯
か
ら
自
由
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
先
行
す
る
経
緯
に
強

く
拘
束
さ
れ
た
存
在
と
し
て
新
政
権
の

あ
り
方
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
従

来
こ
の
よ
う
な
検
討
は
、
一
国
政
治
の

歴
史
的
記
述
を
と
お
し
て
行
わ
れ
て
き

た
が
、
分
析
枠
組
み
に
則
っ
た
整
理
し

た
記
述
を
と
お
し
て
、
他
事
例
と
の
比

較
が
可
能
な
知
見
を
導
き
出
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

二
．
武
装
解
除
に
関
わ
る
経
路

　

ま
ず
近
年
に
至
る
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
史
の
大
ま
か
な
流
れ
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。
一
九
六
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
か

ら
独
立
し
て
以
来
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
は
好
調
な
一
次
産
品
部
門
（
主
に
カ

カ
オ
、
コ
ー
ヒ
ー
）
と
堅
固
な
一
党
支

配
の
も
と
で
、
繁
栄
と
安
定
を
享
受
し

て
き
た
。
し
か
し
、
経
済
危
機
（
一
九

八
〇
年
代
）、民
主
化
（
一
九
九
〇
年
）、

初
代
大
統
領
の
死
（
一
九
九
三
年
）
を

経
て
、
景
気
低
迷
と
政
治
的
不
安
定
に

彩
ら
れ
る
時
代
に
入
っ
た
。
一
九
九
九

年
に
は
待
遇
を
不
満
と
す
る
兵
士
反
乱

を
き
っ
か
け
に
政
権
が
崩
壊
し
、
軍
事

政
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
翌
二
〇
〇
〇
年

の
民
政
移
管
選
挙
の
際
に
も
、
軍
事
政

権
首
班
の
不
正
工
作
に
よ
っ
て
大
き
な

混
乱
が
惹
き
起
こ
さ
れ
た
。

　

こ
の
民
政
移
管
選
挙
で
初
当
選
を
果

た
し
た
の
が
、
二
〇
一
〇
〜
一
一
年
の

混
乱
に
お
け
る
「
現
職
大
統
領
」
で
あ

る
、
ロ
ー
ラ
ン
・
バ
ボ
（Laurent 

Gbagbo

）
で
あ
っ
た
。
就
任
直
後
の

バ
ボ
は
国
際
援
助
の
再
開
や
国
内
対
話

の
開
始
な
ど
で
多
大
な
成
果
を
上
げ

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
、

軍
事
政
権
崩
壊
の
の
ち
逃
亡
し
た
軍
人

た
ち
を
中
核
と
す
る
反
乱
軍
が
蜂
起
し

て
か
ら
は
、
政
権
維
持
を
最
優
先
し
て

強
権
化
す
る
傾
向
を
強
め
、
和
平
プ
ロ

セ
ス
に
も
執
拗
に
抵
抗
し
た
。
こ
の
結

果
、和
平
プ
ロ
セ
ス
は
著
し
く
遅
滞
し
、

勃
発
か
ら
八
年
あ
ま
り
を
経
て
よ
う
や

く
実
施
さ
れ
た
の
が
二
〇
一
〇
年
の
大

統
領
選
挙
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
大
統
領
選
挙
後
の

混
乱
に
至
る
経
路
の
分
析
に
入
っ
て
い

く
が
、
こ
こ
で
ま
ず
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
べ
き
は
反
乱
軍
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
反
乱
軍
は
、
挑
戦
者
側
の
「
正
規

軍
」
の
主
力
を
構
成
し
、
事
態
を
軍
事

的
に
打
開
す
る
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
反
乱
軍

は
、
挑
戦
者
が
率
い
る
政
党
と
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
間
、
和
平
促
進
派
と
し
て

共
同
歩
調
を
と
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
反
乱
軍
が

選
挙
時
に
ま
で
存
続
し
、
混
乱
を
打
開

す
る
鍵
を
握
っ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
和
平
プ

ロ
セ
ス
の
大
局
的
な
流
れ
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
と
く
に
、
シ
ス
ク
が
示
す
は

じ
め
の
二
つ
の
変
数
―
「
和
平
交
渉
に

お
い
て
設
定
さ
れ
た
順
序
立
て
ら
れ
た

課
題
の
道
筋
」
と
「
治
安
と
政
治
暴
力
」

―
に
依
拠
し
て
分
析
し
た
い
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
内
戦
で
は
数
多

く
の
和
平
合
意
が
締
結
さ
れ
て
き
た

が
、
枢
要
な
の
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
大

枠
を
定
め
た
二
つ
の
和
平
合
意
で
あ

る
。
初
代
合
意
（
正
式
名
称
は
締
結
地

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
名
を
冠
し
た

「
リ
ナ
・
マ
ル
ク
ー
シ
合
意
」）
は
二
〇

〇
三
年
一
月
に
締
結
さ
れ
、
二
〇
〇
六

年
末
ま
で
の
間
の
基
本
合
意
と
な
っ

た
。
挙
国
一
致
政
府
の
も
と
で
選
挙
の

実
施
を
目
指
す
と
い
う
基
本
方
針
と
、

平
和
の
実
現
に
必
要
な
重
要
課
題
が
明

記
さ
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
と
く
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
同
国
で
の
政
治

的
不
安
定
の
要
因
で
あ
っ
た
民
族
差

別
、
排
外
主
義
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
た

特
定
の
政
治
家
へ
の
弾
圧
か
ら
の
絶
縁

が
掲
げ
ら
れ
た
点
で
、
長
期
的
な
平
和

構
築
の
構
想
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を

持
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
初
代
合
意
に
は
大
き
な

欠
陥
が
あ
っ
た
。
ま
ず
同
合
意
は
、
反

乱
軍
が
退
陣
を
求
め
る
バ
ボ
大
統
領
を

交
渉
の
表
舞
台
か
ら
退
か
せ
、
実
質
的

な
執
政
権
を
挙
国
一
致
政
府
の
首
相

（
ど
の
勢
力
に
も
属
さ
な
い
人
物
か
ら

選
任
）
に
委
ね
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
た
が
、
こ
の
点
は
明
文
化
さ
れ
ず
、

口
頭
確
認
に
と
ど
ま
っ
た
。
加
え
て
同

合
意
で
は
、
課
題
間
の
優
先
順
位
と
実

施
期
限
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
欠
陥
を
巧
み
に
突
く
バ
ボ
大
統
領

が
、
履
行
手
続
き
と
順
序
へ
の
恣
意
的

な
介
入
を
繰
り
返
し
、
挙
国
一
致
政
府

の
自
立
性
は
大
き
く
阻
害
さ
れ
た
。
こ

の
時
期
の
交
渉
で
は
唯
一
、
こ
れ
ま
で

政
治
的
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
ワ

タ
ラ
（Alassane D

ram
ane O

uatta-
ra

）
元
首
相
―
冒
頭
で
述
べ
た
「
挑
戦

者
」
に
し
て
、
今
日
の
大
統
領
―
が
次

期
選
挙
へ
の
出
馬
を
認
め
ら
れ
た
の
が

前
進
で
あ
っ
た
が
、
初
代
合
意
は
武
装

解
除
に
も
選
挙
に
も
結
実
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

　

後
継
合
意（
正
式
名
称
は「
ワ
ガ
ド
ゥ

グ
政
治
合
意
」）
は
二
〇
〇
七
年
三
月
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に
締
結
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
基
本

合
意
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

初
代
合
意
の
反
省
に
基
づ
き
、
後
継
合

意
で
は
、
実
権
の
行
使
を
認
め
ら
れ
た

大
統
領
と
、
反
乱
軍
の
ト
ッ
プ
（
首
相

に
就
任
）
が
執
政
権
を
分
有
す
る
体
制

が
確
立
さ
れ
た
。
反
乱
軍
ト
ッ
プ
は
次

期
選
挙
に
出
馬
し
な
い
こ
と
も
同
時
に

定
め
ら
れ
た
た
め
、バ
ボ
大
統
領
に
と
っ

て
有
利
な
政
治
的
取
引
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
選
挙
実
施
ま
で
の
一
一
段
階
か

ら
な
る
日
程
表
も
作
成
さ
れ
た
。

　

政
治
的
主
導
権
を
回
復
し
た
バ
ボ
大

統
領
の
態
度
の
緩
和
も
あ
り
、
履
行
プ

ロ
セ
ス
は
日
程
表
に
則
っ
て
概
ね
円
滑

に
消
化
さ
れ
始
め
た
。
国
土
の
分
断
は

二
〇
〇
八
年
七
月
に
完
全
に
解
消
さ

れ
、自
由
往
来
が
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
、

選
挙
に
必
要
な
有
権
者
登
録
の
諸
作
業

も
、
様
々
な
困
難
を
経
な
が
ら
も
進
ん

で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年

に
曲
が
り
な
り
に
も
大
統
領
選
挙
に
こ

ぎ
着
け
ら
れ
た
の
は
、
課
題
の
順
序
立

て
を
明
確
に
し
た
同
合
意
が
機
能
し
た

結
果
だ
と
言
え
る
。

　

和
平
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
と
、
大

統
領
選
挙
後
の
混
乱
の
打
開
に
お
け
る

反
乱
軍
の
役
割
を
決
定
づ
け
た
経
路

は
、
後
継
合
意
の
も
と
に
あ
っ
た
二
〇

〇
八
年
一
二
月
に
設
定
さ
れ
た
。
後
継

合
意
の
原
典
で
定
め
ら
れ
た
日
程
表
に

よ
れ
ば
、
バ
ボ
大
統
領
側
が
組
織
す
る

民
兵
組
織
を
ま
ず
解
体
し
、
続
い
て
反

乱
軍
の
武
装
解
除
を
完
了
さ
せ
、
新
国

軍
の
創
設
を
完
了
し
た
の
ち
選
挙
を
実

施
す
る
順
序
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し

民
兵
組
織
を
で
き
る
か
ぎ
り
温
存
し
た

い
バ
ボ
大
統
領
側
と
反
乱
軍
の
間
で
二

〇
〇
八
年
一
二
月
に
妥
協
が
成
立
し
、

新
国
軍
の
創
設
は
選
挙
の
翌
月
に
先
延

ば
し
し
、
新
国
軍
へ
の
反
乱
軍
の
完
全

統
合
も
二
年
か
け
て
行
う
こ
と
で
合
意

が
な
さ
れ
た
（
ワ
ガ
ド
ゥ
グ
合
意
第
四

追
加
合
意
）。
こ
れ
は
、反
乱
軍
の
完
全

な
解
体
を
選
挙
実
施
の
前
提
と
し
な
い

こ
と
を
意
味
し
た
。
大
統
領
選
挙
の
時

点
で
も
反
乱
軍
の
組
織
が
維
持
さ
れ
て

い
た
の
は
、
和
平
交
渉
に
お
い
て
設
定

さ
れ
た
課
題
の
道
筋
の
直
接
の
産
物
で

あ
る
。

　

反
乱
軍
の
維
持
は
、
第
二
の
変
数
で

あ
る
治
安
と
政
治
暴
力
と
も
深
く
関
係

し
て
い
る
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
下
の
国
土

の
治
安
維
持
を
誰
が
担
う
か
は
、
常
に

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
は
八
〇
〇
〇
人
規
模
の
陣
容

を
擁
す
る
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ「
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
」

と
、
国
連
安
保
理
決
議
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊（
作
戦
名「
ユ

ニ
コ
ー
ン
」、
最
大
時
で
四
〇
〇
〇
人

規
模
）
が
協
力
し
て
、
治
安
維
持
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。し
か
し
、

こ
れ
ら
平
和
維
持
部
隊
の
任
務
は
、
南

北
を
隔
て
る
緩
衝
地
帯
の
警
備
や
突
発

的
な
騒
乱
へ
の
対
応
に
集
中
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
反
乱

軍
は
支
配
地
の
治
安
維
持
主
体
と
し
て

実
質
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
長
期
化
に
伴
い
、
反
乱
軍

の
勢
力
は
蜂
起
当
初
の
一
〇
〇
〇
人
程

度
か
ら
三
万
人
以
上
に
ま
で
膨
れ
あ

が
っ
て
い
た
。
こ
の
大
半
は
支
配
地
住

民
の
志
願
兵
で
あ
る
が
、
志
願
の
動
機

に
は
生
活
の
必
要
と
と
も
に
、
北
部
住

民
に
対
す
る
差
別
を
放
置
（
さ
ら
に
は

扇
動
）
し
て
き
た
バ
ボ
政
権
へ
の
反
感

も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
反
乱
軍
が
支

配
地
に
お
い
て
一
定
の
正
統
性
を
確
立

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

支
配
地
に
お
け
る
反
乱
軍
の
治
安
維

持
主
体
と
し
て
の
地
位
は
、
後
継
合
意

に
よ
っ
て
も
裏
書
き
さ
れ
た
。
後
継
合

意
で
は
、
政
府
側
の
治
安
部
隊
と
反
乱

軍
の
統
合
司
令
本
部
が
設
立
さ
れ
、
分

断
解
消
後
の
国
土
の
治
安
維
持
に
各
々

が
分
担
し
て
当
た
る
体
制
が
作
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
反
乱
軍

が
、
将
来
の
国
軍
統
合
を
先
取
り
す
る

形
で
正
規
の
治
安
部
隊
に
「
昇
格
」
し

て
い
た
こ
と
も
意
味
す
る
。こ
の
点
で
、

反
乱
軍
の
維
持
は
、
平
和
構
築
に
お
け

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
治
安
維
持
に

お
け
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
進
展
の
結
果
と
も
言
え
る
の
で

あ
る
（
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
外
部
者

支
援
と
そ
こ
か
ら
の
脱
却
と
い
う
「
課

題
の
道
筋
」
に
関
わ
る
問
題
と
も
言
え

る
）。

　

す
な
わ
ち
、
平
和
構
築
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
と
紛
争
当
事
者
間
の
政
治
的

利
害
の
産
物
と
し
て
、
反
乱
軍
は
大
統

領
選
挙
時
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
選
挙
後
の
混
乱
へ
の
反
乱
軍

の
介
入
は
、
平
和
構
築
の
計
画
か
ら
す

れ
ば
「
意
図
せ
ざ
る
帰
結
」
で
あ
っ
た

し
、
自
ら
進
ん
で
反
乱
軍
を
温
存
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
バ
ボ
側
に
と
っ
て
は

き
わ
め
て
皮
肉
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

三
．
選
挙
に
関
わ
る
経
路

　

時
間
が
前
後
し
た
が
、
つ
ぎ
に
混
乱

そ
の
も
の
の
根
源
に
あ
る
選
挙
に
関
わ

る
経
路
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
今
回

の
事
態
を
引
き
起
こ
す
う
え
で
、
シ
ス

ク
が
第
三
の
変
数
と
し
て
掲
げ
る
「
選

挙
シ
ス
テ
ム
」
は
決
定
的
な
意
味
を

持
っ
た
。
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
大
統

領
選
挙
は
、
第
一
回
投
票
で
最
高
得
票

者
が
有
効
投
票
の
過
半
数
に
達
し
な
い

場
合
は
、
得
票
上
位
の
二
候
補
者
で
の

決
選
投
票
が
行
な
わ
れ
る
制
度
で
あ

る
。

　

ま
た
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
政
党
シ

ス
テ
ム
は
、
勢
力
が
ほ
ぼ
均
衡
し
た
支
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持
基
盤
を
持
ち
、
い
ず
れ
も
有
力
な
大

統
領
候
補
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
三
極
構

造
の
形
を
と
る

⑵

。
二
〇
〇
九
年
に
実

施
さ
れ
た
世
論
調
査

⑶

で
は
、
バ
ボ
大

統
領
へ
の
支
持
は
四
三
％
で
あ
り
、

リ
ー
ド
し
て
は
い
る
が
第
一
回
投
票
で

勝
利
を
収
め
る
の
は
難
し
い
公
算
で

あ
っ
た
。
片
や
、
二
大
野
党
の
党
首
は

そ
れ
ぞ
れ
二
割
台
後
半
（
ワ
タ
ラ
が
二

八
％
、
も
う
一
人
の
有
力
候
補
で
あ
る

ベ
デ
ィ
エ
元
大
統
領
が
二
九
％
）
の
支

持
を
集
め
て
い
た
が
、
彼
ら
の
政
党
は

決
選
投
票
で
の
票
の
融
通
を
定
め
た
選

挙
協
力
関
係
を
二
〇
〇
五
年
に
締
結
し

て
お
り
、
緊
密
な
共
闘
関
係
を
続
け
て

き
た
。
た
だ
、
二
大
野
党
の
党
首
間
に

は
過
去
に
遺
恨
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

選
挙
協
力
が
奏
功
し
な
い
可
能
性
も
捨

て
き
れ
な
か
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
二
回
投
票
制
と
三
極
的

な
政
党
シ
ス
テ
ム
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
大
統
領
選
挙
は
、
現
職
大
統

領
の
再
選
と
野
党
側
候
補
者
の
当
選
の

ど
ち
ら
も
あ
り
得
る
、
伯
仲
し
た
情
勢

の
も
と
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
か

な
る
結
果
と
な
ろ
う
と
も
、
事
態
が
緊

迫
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

で
は
、
選
挙
結
果
の
受
け
入
れ
を
め

ぐ
っ
て
政
治
的
に
緊
迫
し
た
場
合
に
備

え
た
紛
争
解
決
策
は
ど
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
シ
ス

ク
が
示
す
第
四
の
変
数
で
あ
る
「
選
挙

の
管
理
・
監
視
・
紛
争
解
決
（
と
く
に

外
部
者
の
関
与
の
程
度
）」
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
シ
ス

ク
が
付
記
す
る
と
お
り
、
外
部
者
が
と

く
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
投
票
箱
や
投
票
用

紙
な
ど
の
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
」
物
資

の
輸
送
と
、
全
国
八
一
の
選
管
地
方
事

務
所
か
ら
ア
ビ
ジ
ャ
ン
の
選
管
本
部
へ

の
集
計
票
の
移
送
に
お
い
て
全
面
的
な

支
援
を
行
い
、
不
正
が
介
在
す
る
余
地

を
徹
底
し
て
封
じ
た
。
さ
ら
に
、
国
連

Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
選
挙
法
に
明
記
さ
れ
た
正

当
な
権
限
に
基
づ
き
、
中
央
に
集
め
ら

れ
た
す
べ
て
の
集
計
票
（
計
二
万
通
あ

ま
り
）
の
写
し
を
保
持
し
て
い
た
。
こ

の
写
し
の
存
在
は
、「
二
人
の
大
統
領
」

問
題
に
対
す
る
国
連
と
諸
外
国
の
対
応

を
決
定
づ
け
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
点
を
開
票
結
果
の
発
表
時
の
経

緯
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
挑
戦
者
ワ

タ
ラ
の
勝
利
と
い
う
結
果
（
得
票
率
は

ワ
タ
ラ
五
四
・
一
％
、バ
ボ
四
五
・
九
％
）

が
選
管
か
ら
発
表
さ
れ
た
の
ち
、
現
職

大
統
領
の
バ
ボ
側
は
、
反
乱
軍
が
投
票

を
妨
害
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
と
、
バ

ボ
側
の
立
会
人
の
署
名
が
な
い
集
計
票

が
存
在
す
る
と
い
う
訴
え
を
憲
法
裁
判

所
に
起
こ
し
た
。
憲
法
裁
判
所
は
憲
法

に
定
め
ら
れ
た
機
関
で
あ
り
、
大
統
領

選
挙
に
関
す
る
訴
え
に
裁
定
を
下
し
、

確
定
結
果
を
宣
言
す
る
権
限
を
有
す
る

（
憲
法
第
九
四
条
）。選
管
発
表
の
翌
日
、

憲
法
裁
判
所
は
バ
ボ
側
の
訴
え
を
認

め
、
北
部
を
中
心
と
す
る
七
県
で
の
投

票
を
無
効
と
宣
言
し
、
無
効
分
を
控
除

し
た
集
計
結
果
に
基
づ
き
、
当
選
者
は

バ
ボ
で
あ
る
と
す
る
「
確
定
結
果
」
を

発
表
し
た
（
得
票
率
は
ワ
タ
ラ
四
八
・

五
五
％
、
バ
ボ
五
一
・
四
五
％
）。

　

し
か
し
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
集
計
票
の

写
し
を
独
自
に
確
認
し
た
結
果
、
バ
ボ

側
の
申
し
立
て
に
あ
る
立
会
人
の
署
名

が
な
い
集
計
票
は
た
し
か
に
存
在
し
た

が
、
二
万
通
あ
ま
り
の
う
ち
の
「
ご
く

わ
ず
か
」
だ
っ
た
と
発
表
し
た
（
二
〇

一
一
年
三
月
三
〇
日
付
け
国
連
事
務
総

長
報
告
Ｓ
／
二
〇
〇
一
／
二
一
一
、
第

一
八
段
落
）。
ま
た
、
選
挙
監
視
団
か

ら
の
報
告
を
集
計
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
投
票
所
も
数
カ
所
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
も
確
認
し
た
。
こ
の
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
、
不
正
事

例
は
た
し
か
に
あ
っ
た
が
、
投
票
の
大

勢
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と

し
て
、
当
選
者
は
ワ
タ
ラ
で
あ
る
と
の

態
度
を
早
期
に
確
立
し
、
以
後
こ
れ
を

崩
さ
な
か
っ
た
。「
当
選
者
は
ワ
タ
ラ
」

と
い
う
認
識
は
、
国
連
事
務
総
長
、
フ

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
主
要
国
首

脳
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
大
半
の
首
脳
に

も
共
有
さ
れ
た
が
、
厳
格
な
選
挙
監
視

体
制
の
も
と
で
動
か
し
が
た
い
証
拠
が

確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

バ
ボ
側
は
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
主
張
は

国
家
主
権
に
対
す
る
不
当
な
外
部
干
渉

だ
と
批
判
し
、
憲
法
裁
判
所
の
決
定
が

選
管
の
集
計
結
果
よ
り
上
位
に
来
る
こ

と
は
憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
の
主

張
に
基
づ
い
て
、
就
任
宣
誓
を
強
行
し

た
。
だ
が
、
憲
法
裁
判
所
が
実
際
に
有

す
る
権
限
と
は
、「
投
票
の
適
正
さ
を

汚
し
、
結
果
全
体
に
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
深
刻
な
性
質
の
不
正
を
憲
法
裁
判

所
が
申
し
立
て
た
場
合
に
は
、
憲
法
裁

判
所
は
選
挙
の
無
効
を
宣
言
す
る
」
こ

と
に
と
ど
ま
る
（
二
〇
〇
八
年
選
挙
法

第
六
四
条
）。
選
挙
の
無
効
が
宣
言
さ

れ
た
場
合
、
閣
議
が
や
り
直
し
選
挙
の

日
程
を
決
定
す
る
と
い
う
の
が
法
の
定

め
る
そ
の
後
の
手
続
き
で
あ
る
。
憲
法

裁
判
所
は
、
一
部
選
挙
区
の
投
票
結
果

を
取
り
消
す
権
限
は
有
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
法
や
合
意
の
盲

点
を
突
く
の
に
長
け
た
バ
ボ
が
、
憲
法

裁
判
所
の
判
断
が
法
を
逸
脱
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
バ
ボ
の
退
陣
拒
否
が
、
意
図

的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
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バ
ボ
が
外
部
干
渉
を
批
判
す
る
論
陣

を
張
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
問
題
の
仲
裁

に
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
あ
た
っ
た
。
南

ア
フ
リ
カ
や
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
数
カ
国
は

バ
ボ
の
主
張
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
の
姿

勢
を
と
り
、
再
集
計
や
再
選
挙
な
ど
の

妥
協
案
を
示
し
た
が
、
自
ら
が
当
選
者

と
の
考
え
を
崩
さ
な
い
バ
ボ
は
こ
れ
を

拒
否
し
た
。
事
態
が
膠
着
す
る
な
か
、

二
〇
一
一
年
二
月
頃
か
ら
バ
ボ
退
陣
を

迫
る
抗
議
行
動
が
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
内
で

起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
独
立
の

勢
力
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
闘
争
も
開
始
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ボ
側
が
武
力
弾

圧
に
乗
り
出
し
、
民
間
人
の
死
傷
者
が

発
生
し
始
め
た
こ
と
で
バ
ボ
擁
護
に

回
っ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
も
態
度
を

改
め
、
二
〇
一
一
年
三
月
初
め
に
は
、

「
当
選
者
は
ワ
タ
ラ
」
と
す
る
見
解
が

ア
フ
リ
カ
連
合
に
お
い
て
全
会
一
致
で

決
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
冒
頭
で
述
べ

た
と
お
り
、
退
陣
を
拒
む
バ
ボ
に
ワ
タ

ラ
側
が
軍
事
的
攻
勢
を
か
け
、
バ
ボ
側

が
重
火
器
を
使
っ
て
抵
抗
を
続
け
る
こ

と
に
懸
念
を
募
ら
せ
た
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ

が
、
フ
ラ
ン
ス
の
協
力
を
仰
い
で
武
力

介
入
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
一
一
日
の

拘
束
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

選
挙
シ
ス
テ
ム
と
選
挙
管
理
と
い
う

変
数
に
照
ら
し
て
小
括
を
す
れ
ば
、
国

連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
柱
と
し
て
構
築
さ
れ
た
選

挙
監
視
シ
ス
テ
ム
は
徹
底
し
た
不
正
排

除
策
を
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
選

挙
が
総
じ
て
「
透
明
で
公
平
」
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
憲
法
裁
判
所
の
判

断
に
関
す
る
確
認
作
業
か
ら
も
浮
か
び

あ
が
る
。
こ
の
点
で
選
管
発
表
の
選
挙

結
果
は
、
民
意
を
率
直
に
反
映
し
た
結

果
と
見
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
在
任

中
の
強
権
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ

ボ
が
過
半
数
に
迫
る
四
五
％
の
支
持
を

確
保
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

仮
に
一
回
投
票
制
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

当
選
者
と
し
て
十
分
な
支
持
を
獲
得
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
不
信
任
を

突
き
つ
け
ら
れ
た
独
裁
者
の
暴
挙
」
と

し
て
バ
ボ
の
態
度
を
見
る
こ
と
に
は
慎

重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

対
す
る
挑
戦
者
側
は
、
二
回
投
票
制

と
い
う
制
度
に
よ
り
よ
く
適
応
し
、
成

否
が
未
知
数
だ
っ
た
二
大
野
党
の
選
挙

協
力
を
成
功
さ
せ
、勝
利
を
手
に
し
た
。

か
つ
て
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
両
党
の
連

合
が
成
功
し
た
こ
と
は
、
強
権
姿
勢
を

強
め
る
現
職
へ
の
反
感
が
和
平
プ
ロ
セ

ス
の
長
期
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
醸
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
和

平
プ
ロ
セ
ス
に
一
貫
し
て
非
協
力
的
な

姿
勢
を
と
り
、
推
進
派
の
弾
圧
も
辞
さ

な
か
っ
た
バ
ボ
側
の
姿
勢
は
、
反
対
勢

力
の
凝
集
力
を
高
め
る
結
果
を
招
い
た

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（
こ
れ
は「
課

題
の
順
序
」
に
関
わ
る
点
で
も
あ
る
）。

四
．
新
政
権
を
拘
束
す
る
経
路

　

で
は
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
シ
ス
ク
の
示
す
変
数
に
注
目
し

な
が
ら
、
ワ
タ
ラ
新
大
統
領
が
率
い
る

新
政
権
の
あ
り
方
と
拘
束
条
件
を
展
望

し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
前
大
統
領
の
拘

束
後
、
ワ
タ
ラ
新
大
統
領
は
前
大
統
領

派
の
国
民
議
会
議
長
と
友
好
的
な
会
談

を
行
い
、
バ
ボ
当
選
と
発
表
し
て
い
た

憲
法
裁
判
所
長
官
も
ア
フ
リ
カ
連
合
の

決
議
を
根
拠
と
し
て
、
ワ
タ
ラ
が
当
選

者
で
あ
る
と
の
宣
言
を
行
っ
た
。
国
家

の
主
要
機
関
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
認
証

を
踏
ま
え
、
ワ
タ
ラ
は
五
月
六
日
に
改

め
て
就
任
宣
誓
を
行
っ
た
。
公
式
の
就

任
式
典
は
国
連
事
務
総
長
、
フ
ラ
ン
ス

大
統
領
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
元
首
の
臨

席
の
も
と
、五
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
。

ワ
タ
ラ
新
大
統
領
は
翌
週
に
は
Ｇ
20
に

参
加
し
て
外
交
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、

多
額
の
復
興
資
金
の
約
束
を
取
り
付
け

た
。
ま
た
こ
の
間
、五
月
半
ば
ま
で
に
、

反
乱
軍
を
主
体
と
す
る
「
共
和
国
軍
」

が
ア
ビ
ジ
ャ
ン
市
内
の
武
装
勢
力
の
掃

討
を
完
了
し
た
。
反
乱
軍
の
ト
ッ
プ
が

首
相
に
再
任
さ
れ
、
六
月
一
日
に
、
選

挙
協
力
連
合
と
反
乱
軍
を
主
体
と
す
る

組
閣
が
な
さ
れ
た
。

　

ワ
タ
ラ
新
政
権
の
今
後
の
あ
り
方
を

展
望
す
る
う
え
で
ま
ず
重
要
な
の
は
、

後
継
合
意
が
定
め
る
最
後
の
主
要
行
程

で
あ
る
国
民
議
会
選
挙
で
あ
る
。
こ
れ

は
年
内
に
実
施
す
る
方
向
で
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
上
は
任
期
五
年

と
定
め
ら
れ
た
国
民
議
会
は
、
二
〇
〇

〇
年
を
最
後
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
政
治
的
合
意
に
基
づ
く
委
任
に

よ
っ
て
任
期
が
す
で
に
六
年
も
延
長
さ

れ
た
状
態
で
あ
る
。
憲
法
の
定
め
る
と

お
り
の
政
治
制
度
が
回
復
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
混
乱
が
前
大
統
領

の
拘
束
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
結
果
と

し
て
、
三
大
政
党
の
一
角
を
担
う
前
大

統
領
派
の
政
党
は
、
多
く
の
幹
部
の
逮

捕
と
報
復
を
恐
れ
た
逃
亡
に
よ
っ
て
壊

滅
的
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

二
〇
一
一
年
七
月
半
ば
に
は
、
前
大
統

領
派
政
党
の
幹
部
で
唯
一
活
動
を
続
け

て
い
た
国
民
議
会
議
長
が
離
党
を
宣
言

し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
見
て
、

次
期
国
民
議
会
は
新
大
統
領
派
の
二
大

政
党
の
一
方
的
な
勝
利
と
な
る
公
算
が

高
く
な
っ
た
。

　

大
統
領
派
の
一
方
的
な
勝
利
は
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
選
挙
制
度
に

よ
っ
て
助
長
さ
れ
か
ね
な
い
。
国
民
議

会
選
挙
は
一
三
三
の
小
選
挙
区
（
合
計

定
数
は
一
三
三
）
と
四
一
の
中
選
挙
区

（
定
数
は
二
〜
五
で
、
合
計
定
数
は
九
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二
）
で
争
わ
れ
る
が
、一
回
投
票
制
で
、

か
つ
中
選
挙
区
で
は
リ
ス
ト
制
で
あ

り
、
最
も
多
く
得
票
し
た
リ
ス
ト
が
議

席
を
総
取
り
す
る
制
度
で
あ
る
。
ま
た

大
統
領
選
挙
の
結
果
確
定
後
に
実
施
さ

れ
る
た
め
、
大
統
領
の
所
属
政
党
に
有

利
に
働
く
傾
向
が
過
去
の
選
挙
で
も
観

察
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
［
二
〇
〇
五
］）。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
国
会
に
多
数
勢
力
を

有
す
る
強
い
大
統
領
制
を
実
現
す
る
制

度
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
選
挙
シ
ス
テ
ム
を
勘
案

す
る
と
、現
時
点
で
想
像
で
き
る
の
は
、

新
大
統
領
派
の
政
党
連
合
が
執
政
府
と

立
法
府
を
強
く
支
配
す
る
体
制
で
あ

る
。
新
大
統
領
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
の

期
間
を
と
お
し
て
国
際
的
な
支
持
も
多

く
取
り
つ
け
て
い
た
人
物
で
あ
る
た

め
、
諸
外
国
の
手
厚
い
支
援
を
得
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
新
政
権
が
仮
に
強

権
的
な
姿
勢
を
強
め
た
と
し
て
も
、
和

平
プ
ロ
セ
ス
の
完
遂
と
戦
後
復
興
の
促

進
が
期
待
さ
れ
る
見
地
か
ら
容
認
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
懸
念
さ
れ
る
こ
と

は
、
前
大
統
領
派
が
代
表
し
て
い
た
地

域
や
支
持
者
の
利
害
が
代
表
さ
れ
な
い

た
め
に
、
立
法
府
の
代
表
性
に
大
き
な

瑕か

疵し

が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
新
大
統

領
派
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
立
法
府

は
、
新
政
権
の
政
治
的
偏
向
を
抑
止
す

る
役
割
を
果
た
せ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
は
究
極
的
に
は
新
政
権
そ
の
も
の

の
正
統
性
も
蝕
む
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
ワ
タ
ラ
新
政
権
の
今

後
の
鍵
を
握
る
の
は
、
新
大
統
領
誕
生

の
最
大
の
「
功
労
者
」
と
な
っ
た
反
乱

軍
で
あ
る
。
選
挙
後
の
混
乱
に
お
け
る

反
乱
軍
の
「
参
戦
」
は
、
形
式
上
、
大

統
領
令
に
基
づ
く
「
正
規
軍
」
と
し
て

の
認
証
に
根
拠
が
あ
る
が
、
ワ
タ
ラ
を

支
持
し
て
の
政
治
的
介
入
で
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
武
力

抜
き
に
は
今
回
の
解
決
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
反
乱
軍
は
新
大
統
領
の
生
命

線
を
握
る
位
置
に
あ
る
と
も
言
え
る
。

反
乱
軍
を
統
制
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

新
政
権
の
安
定
化
の
鍵
を
握
る
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
、

反
乱
軍
と
大
統
領
の
関
係
は
良
好
で
あ

る
。
そ
れ
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
間
続
い

て
き
た
和
平
推
進
派
と
し
て
共
同
歩
調

に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
し
、
反
乱
軍

ト
ッ
プ
を
首
相
に
任
命
し
た
ワ
タ
ラ
の

判
断
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
経
路
を
考
慮
す

る
と
、
反
乱
軍
を
め
ぐ
っ
て
つ
ぎ
の
よ

う
な
問
題
状
況
が
生
じ
か
ね
な
い
。
第

一
は
、
反
乱
軍
の
「
国
家
内
国
家
」
化

で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
反
乱
軍
は
、

新
政
権
の
首
相
に
就
任
し
た
ト
ッ
プ
以

下
、
新
大
統
領
に
忠
誠
を
示
し
て
い
る

が
、
反
乱
軍
が
持
つ
影
響
力
を
新
大
統

領
は
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
反

乱
軍
が
自
ら
の
影
響
力
を
盾
に
と
っ
て

自
立
的
な
活
動
を
開
始
し
た
場
合
、
こ

れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
国
内
勢
力
は
存

在
し
な
い
。

　

第
二
は
、
地
方
の
治
安
維
持
主
体
と

な
っ
て
い
る
反
乱
軍
の
部
隊
が
担
当
地

域
を
支
配
す
る
可
能
性
で
あ
る
。実
際
、

反
乱
軍
の
地
方
司
令
官
が
管
轄
地
域
の

支
配
者
然
と
振
る
舞
う
事
例
は
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
間
に
も
観
察
さ
れ
て
き

た
。
新
大
統
領
誕
生
の
「
功
労
者
」
と

し
て
の
恩
賞
を
求
め
る
心
理
か
ら
、
地

方
軍
閥
化
を
志
向
す
る
動
き
が
強
ま
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
い
ま
や
立
場
が
逆
転
し
た

か
つ
て
の
政
府
側
治
安
部
隊
と
の
対
立

で
あ
る
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
新
大
統
領
の

も
と
で
武
装
解
除
と
国
軍
統
合
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
過
程
で

処
遇
を
め
ぐ
る
諍

い
さ
か

い
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
想
定
は
い
ず
れ
も
、

反
乱
軍
が
「
功
労
者
」
と
な
っ
た
こ
と

が
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
「
課
題

の
道
筋
」
を
攪
乱
し
て
い
る
状
況
と
言

い
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
新
政
権

は
、
持
続
的
な
安
定
と
長
期
的
な
平
和

構
築
を
賭
け
て
、
後
継
合
意
が
定
め
る

道
筋
ど
お
り
に
武
装
解
除
・
国
民
統
合

を
進
め
ら
れ
る
か
と
い
う
試
練
に
直
面

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
む
す
び
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
二
〇
一
〇
〜
一

一
年
に
か
け
て
発
生
し
た
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
の
混
乱
に
焦
点
を
当
て
、
こ

の
よ
う
な
混
乱
を
帰
結
と
し
て
も
た
ら

し
た
経
路
と
、
新
政
権
が
直
面
す
る
拘

束
条
件
を
分
析
し
て
き
た
。
ア
フ
リ
カ

は
じ
め
世
界
各
地
域
に
お
け
る
民
主
化

と
紛
争
解
決
を
め
ぐ
る
問
題
を
視
野
に

入
れ
、
シ
ス
ク
が
示
す
政
治
的
経
路
と

い
う
問
題
意
識
に
依
拠
し
な
が
ら
、
一

国
政
治
の
動
向
を
整
理
さ
れ
た
形
で
示

し
、
か
つ
理
論
的
な
知
見
も
導
き
だ
す

の
が
こ
こ
で
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
の
分
析
結
果
を
改
め
て
確
認

し
て
お
け
ば
、
選
挙
後
の
混
乱
の
打
開

に
お
い
て
も
新
政
権
の
展
望
に
お
い
て

も
、
反
乱
軍
が
と
り
わ
け
重
要
な
存
在

で
あ
る
こ
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
民
兵

を
温
存
し
た
い
バ
ボ
政
権
の
意
向
だ
け

で
な
く
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
促
進
に
資

す
る
治
安
維
持
主
体
で
も
あ
っ
た
こ
と

が
反
乱
軍
の
維
持
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

は
、
理
論
的
に
重
要
な
観
察
で
あ
る
。

治
安
維
持
を
国
内
要
員
が
担
う
こ
と

は
、
国
際
的
な
平
和
維
持
部
隊
の
人
的

制
約
の
面
か
ら
も
、
被
介
入
国
の
自
立



アジ研ワールド・トレンド No.193 （2011. 10）47

コートジボワールの選挙後紛争とワタラ新政権の課題

的
な
治
安
維
持
能
力
の
向
上
と
い
う
面

か
ら
も
推
奨
さ
れ
が
ち
な
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
、
紛
争
後
の
政
治
情
勢
を

左
右
す
る
よ
う
な
軍
事
的
勢
力
を
生
み

出
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
と
も
な
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
国
家
建
設
の
ジ

レ
ン
マ
」（Paris and Sisk eds. [2009]

）

の
典
型
的
な
事
例
だ
と
言
え
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
本
稿
の
分
析
か
ら
は
、

政
党
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
と
選
挙
制
度

の
組
み
合
わ
せ
が
、
政
治
情
勢
の
展
開

す
る
筋
道
を
大
き
く
規
定
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
今
回
の
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
で
の
混
乱
は
、
二
回
投
票
制
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
招
来
し
た
伯
仲
状
況

と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
勝
者

総
取
り
方
式
の
中
選
挙
区
を
持
つ
国
民

議
会
選
挙
制
度
は
、
非
大
統
領
派
の
勢

力
が
著
し
く
低
落
し
て
い
る
場
合
に
、

き
わ
め
て
弊
害
の
多
い
多
数
派
支
配
を

も
た
ら
し
か
ね
な
い
こ
と
も
展
望
と
し

て
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
検
討
か
ら
、

選
挙
制
度
が
も
た
ら
す
帰
結
は
、
政
党

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
大
き
く
依
存
す

る
と
い
う
論
点
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
、
選
挙
制
度

と
政
党
シ
ス
テ
ム
を
別
個
に
検
討
す
る

の
で
は
な
く
、「
選
挙
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
範
疇
化
に
よ
っ
て
一
体
と
し
て
分

析
す
る
シ
ス
ク
の
手
法
は
、
と
く
に
有

意
義
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
、
現
在
進
行
中
の
和
平
プ
ロ

セ
ス
が
次
期
国
民
議
会
選
挙
で
い
っ
た

ん
区
切
り
が
つ
く
と
い
う
情
勢
を
踏
ま

え
、「
そ
の
後
」
に
来
る
国
家
建
設
の

課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
、
本
稿
を
結
び

た
い
。
今
後
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
政

治
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
論
点
と
な
る
の

が
、
新
政
権
が
表
明
し
て
い
る
新
憲
法

の
制
定
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は

な
い
。
だ
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
と
お

り
、
大
統
領
派
が
圧
倒
的
な
勢
力
を
確

立
し
た
状
況
の
も
と
で
行
わ
れ
る
起
草

作
業
が
、
果
た
し
て
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
の
永
続
的
な
安
定
に
資
す
る
憲
法
を

生
み
出
せ
る
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ

る
。
憲
法
作
成
過
程
は
、
あ
る
べ
き
国

家
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ

る
機
会
で
も
あ
り
、
紛
争
後
の
主
要
課

題
で
あ
る
和
解
に
と
っ
て
も
大
き
な
意

義
を
持
ち
う
る
。
他
方
で
、
憲
法
作
成

過
程
は
政
治
勢
力
の
利
害
が
激
突
す
る

機
会
と
も
な
る
（Sam

uels [2009]
）。

和
平
プ
ロ
セ
ス
が
も
た
ら
し
た
経
路
が

準
備
す
る
「
罠
」
に
陥
ら
ず
、
長
ら
く

続
く
政
治
的
不
安
定
か
ら
の
脱
却
に
つ

な
が
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
か
ど
う
か
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
国
家
建
設
は
今

後
も
中
長
期
的
な
観
察
を
要
す
る
。

（
さ
と
う　

あ
き
ら
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

こ
の
論
文
で
シ
ス
ク
は
、
各
変
数
の

具
体
的
な
あ
り
方
と
そ
こ
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
帰
結
・
影
響
を
モ
デ
ル
的

に
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
四

カ
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、南
ア
フ
リ
カ
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
リ
ベ
リ
ア
）
を

と
り
あ
げ
て
な
さ
れ
る
事
例
分
析
は

記
述
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味

で
、
こ
の
四
変
数
は
比
較
分
析
の
際

の
着
眼
点
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強

い
も
の
で
あ
る
。

⑵ 

三
極
を
構
成
す
る
政
党
は
、
バ
ボ
が

率
い
る
与
党
「
イ
ボ
ワ
ー
ル
人
民
戦

線
」（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
）、
ワ
タ
ラ
率
い
る
野

党
「
共
和
連
合
」（
Ｒ
Ｄ
Ｒ
）、ベ
デ
ィ

エ
元
大
統
領
が
率
い
る
野
党
「
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
民
主
党
」（
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ｉ
、
旧
唯
一
党
）
で
あ
る
。

⑶ 

こ
の
調
査
は
バ
ボ
大
統
領
の
所
属
政

党
Ｆ
Ｐ
Ｉ
の
依
頼
で
フ
ラ
ン
ス
の
世

論
調
査
会
社TN

S Sofres

が
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
（ Jeune afrique, 

no 2533, du
26 juillet au 1

er 
août 2009, pp. 10-11

）。
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